
高麗1300・日本高麗浪漫学会では、昨年度に続き『高麗郡歴史講座』（全４講座）を開講
いたします。今回も日本高麗浪漫学会から４人の講師が１講座２回ずつ担当します。
どれも興味深いテーマです。講演会とは一味違った少人数ならではの充実した時間のなかで、

講師の先生といっしょに『高麗郡の歴史』を深堀りしてみませんか？

※ コロナ感染状況により中止する場合があります。
※ 感染対策（マスク着用・手指消毒・三密回避）にご協力ください。

E-mail：info@komagun.jp
電話：042-978-7432（不在時あり）

FAX：042-978-7452

「武蔵国分寺の造営と高麗郡」
前：11日㊏ 後：25日㊏

国分寺の造営は、古代における国家プロジェクトのな
かでも最大規模の政策の１つといってよいでしょう。こ
の講座では、武蔵国分寺の造営過程や建物構造の分析を
とおし、国家が計画した国分寺構想を、在地社会がどの
ように受け止め実現したのかを在地の側から検討します。
また、高句麗系氏族２郷からなる高麗郡が、そうした

国家政策にどのように関与したのかを検討します。

「高麗郡建郡後の入間郡と
高麗郡について」

―遺跡の動向から建郡を考えるー

前：3日㊏ 後：10日㊏

講師：須田 勉（高麗1300副会長・

日本高麗浪漫学会会長・元国士舘大学教授）

「地誌に見る江戸時代の高麗郡」
前：9日㊏ 後：23日㊏

講師：赤木隆幸（高麗1300理事・

日本高麗浪漫学会研究員）

これまでの当会主催の講演会やシンポジウムでは、古
代や中世の高麗郡に関することが中心で、近世の高麗郡
についてはほとんど扱われることがありませんでした。
そこで今回、『新編武蔵風土記稿』などの地誌をもとに、
江戸時代の高麗郡地域や、渡来人および建郡についての
伝承などを考えてみたいと思います。

前「相模の高麗若光」 22日㊏
後「高麗福信と高麗朝臣氏」29日㊏

講師：加藤恭朗（日本高麗浪漫学会研究員・

国際文化財株式会社）

＜前＞ 神奈川県大磯には高来〔たかく〕神社やその背
後に位置する高麗山を中心に高句麗からの渡来伝承があ
ります。伝承にいわく、高句麗から大磯に上陸した高句
麗人は、箱根や伊豆山へと広がり、さらには武蔵国へと
展開しますが、その中核に若光がいたとも。また、伊勢
原市にも白髯神社を中心に若光伝承があります。それら
の伝承の紹介と史実との関係をひもといていきます。

＜後＞ 高句麗系渡来人のなかで、若光と双璧とされる
のが高麗朝臣福信です。福信は、祖父の代に日本に渡来
し、武蔵国の後の高麗郡となる地で誕生した渡来三世と
なります。彼の活躍、とくには三度にわたって国守をつ
とめたその出身国である武蔵との関係をみていきます。
福信は、肖奈氏⇒高麗氏⇒高倉氏とその氏姓を変えてい
ます。その改姓の背景についても、ひろく高麗朝臣氏と
しての動向をおさえていきます。

６月講座

９月講座

７月講座

10月講座

会 場 高麗神社 参集殿2階大広間
（埼玉県日高市新堀833）

時 間 １３:３０～１５：３０
募集人数 各講座３０人（事前申込・先着順）

受 講 料 各講座:会員1,000円/一般2,000円
申込方法 E-mail・電話・FAXで、受講希望講座名

（〇月講座）と氏名,住所,電話番号を

お知らせ下さい。※複数講座同時申込可

申込み・問合せ先：高麗１３００事務局

住所：〒350-1243 日高市新堀855-3

検索高麗1300

主催：高麗１３００・日本高麗浪漫学会

後援：日高市教育委員会 協力：高麗神社

各講座３０人限定

講師：荒井秀規（日本高麗浪漫学会副会長・

明治大学兼任講師）

高麗郡建郡後の入間郡と高麗郡の発展を観察すること
で、高麗郡建郡の目的を探ってみたいと思います。特に
重要なのが金子窯跡の開窯で、建郡前に開窯していた南
比企窯跡と合わせて、武蔵国ばかりでなく周辺国に供給
された須恵器をカバーしていました。また、入間・高麗
郡内では集落が拡大し、建郡前に比べて人口も増加して
います。
高麗郡建郡後の遺跡の動向から、高麗郡がなぜ入間の

地に開かれたのかを探ってみたいと思います。

★入会随時募集中！★


